
秋
田
県

秋
田
市
仁
別
及
び
潟
上
市
天
王
の
区
域

山
形
県

村
山
市
大
字
大
久
保
の
区
域

福
島
県

福
島
市
荒
井
及
び
会
津
若
松
市
湊
町
大
字
共
和
の
区
域

茨
城
県

日
立
市
中
丸
町
一
丁
目
及
び
久
慈
郡
大
子
町
大
字
袋
田
の
区
域

栃
木
県

佐
野
市
閑
馬
町
及
び
鹿
沼
市
西
沢
町
の
区
域

群
馬
県

沼
田
市
白
沢
町
高
平
及
び
吾
妻
郡
嬬
恋
村
大
字
大
前
の
区
域

埼
玉
県

秩
父
市
み
ど
り
が
丘
及
び
秩
父
郡
長
Á
町
大
字
長
Á
の
区
域

千
葉
県

香
取
郡
神
崎
町
四
季
の
丘
及
び
夷
隅
郡
大
多
喜
町
船
子
の
区
域

東
京
都

西
多
摩
郡
檜
原
村
字
三
都
郷
及
び
同
郡
奥
多
摩
町
氷
川
の
区
域

神
奈
川
県

足
柄
上
郡
松
田
町
寄
及
び
愛
甲
郡
清
川
村
煤
ケ
谷
の
区
域

新
潟
県

新
発
田
市
早
道
場
及
び
同
市
三
日
市
の
区
域

富
山
県

富
山
市
婦
中
町
高
日
附
及
び
同
市
婦
中
町
道
場
の
区
域

石
川
県

輪
島
市
町
野
町
鈴
屋
及
び
白
山
市
河
内
町
き
り
の
里
の
区
域

福
井
県

福
井
市
高
尾
町
及
び
丹
生
郡
越
前
町
厨
の
区
域

山
梨
県

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
、
同
市
高
根
町
清
里
、
同
市
長
坂
町
大
八
田
及
び
同
市
長
坂
町
長
坂
上

条
の
区
域

長
野
県

飯
山
市
大
字
静
間
及
び
東
筑
摩
郡
山
形
村
字
北
竹
原
の
区
域

岐
阜
県

下
呂
市
萩
原
町
萩
原
の
区
域

静
岡
県

静
岡
市
清
水
区
小
島
町
、
浜
松
市
天
竜
区
春
野
町
宮
川
及
び
賀
茂
郡
松
崎
町
江
奈
の
区
域

愛
知
県

豊
田
市
近
岡
町
及
び
新
城
市
長
篠
の
区
域

三
重
県

津
市
芸
濃
町
北
神
山
、
松
阪
市
小
片
野
町
及
び
い
な
べ
市
藤
原
町
篠
立
の
区
域

滋
賀
県

東
近
江
市
山
上
町
及
び
長
浜
市
西
浅
井
町
祝
山
の
区
域

京
都
府

京
丹
後
市
大
宮
町
口
大
野
及
び
与
謝
郡
与
謝
野
町
字
石
川
の
区
域

兵
庫
県

小
野
市
小
田
町
及
び
養
父
市
上
箇
の
区
域

奈
良
県

奈
良
市
都
R
こ
ぶ
し
が
丘
及
び
吉
野
郡
吉
野
町
大
字
吉
野
山
の
区
域

和
歌
山
県

田
辺
市
上
秋
津
及
び
日
高
郡
み
な
べ
町
徳
蔵
の
区
域

鳥
取
県

鳥
取
市
用
瀬
町
鷹
狩
及
び
米
子
市
河
岡
の
区
域

島
根
県

松
江
市
八
雲
町
日
吉
及
び
益
田
市
横
田
町
の
区
域

ア
ル
キ
ル
プ
ロ
ポ

キ
シ
ア
ミ
ン
エ
ト

キ
シ
ラ
ー
ト
（
ア

ル
キ
ル
基
の
炭
素

数
が
1
2か
ら
1
6の

も
の
及
び
そ
の
混

合
物
に
限
る
。）

A
lk
y
l

(C
1
2
-
C
1
6
)

p
ro
p
o
x
y
a
m
in
e

e
t-

h
o
x
y
la
te

Ｓ
／
Ｐ
２
２
Ｇ
制
御
不
要

Y
e
s
密
閉

Ｔ
Ａ
，
Ｃ

ｘ
Ｅ

1
.
1
2，

1
.
1
7，

1
.
1
9

別
表
第
八
の
三
ア
ン
モ
ニ
ア
（
水
溶
液
）（
濃
度
が
28
質
量
％
以
下
の
も
の
に
限
る
。）の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ

ム
（
水
溶
液
）（
濃

度
が
2
5質
量
％
未

満
の
も
の
に
限

る
。）

A
m
m
o
n
iu
m

c
h
lo
-

rid
e

so
lu
tio

n
(le

ss
th
a
n
2
5％

)

Ｓ
／
Ｐ
３
２
Ｇ
開
放
不
要

Ｎ
Ｆ

開
放
不
要

不
要

ｘ
不
要

岡
山
県

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
及
び
同
市
長
船
町
福
岡
の
区
域

広
島
県

広
島
市
安
佐
北
区
可
部
町
大
字
桐
原
、
福
山
市
新
市
町
大
字
常
及
び
廿
日
市
市
宮
内
の
区
域

山
口
県

光
市
大
字
小
周
防
及
び
周
南
市
大
字
須
々
万
本
郷
の
区
域

徳
島
県

吉
野
川
市
山
川
町
若
宮
及
び
板
野
郡
板
野
町
川
端
の
区
域

香
川
県

高
松
市
庵
治
町
及
び
三
豊
市
高
瀬
町
下
勝
間
の
区
域

愛
媛
県

今
治
市
朝
倉
上
及
び
伊
予
郡
砥
部
町
宮
内
の
区
域

高
知
県

四
万
十
市
有
岡
及
び
安
芸
郡
田
野
町
字
木
ノ
下
の
区
域

福
岡
県

久
留
米
市
田
主
丸
町
田
主
丸
、
宗
像
市
公
園
通
り
三
丁
目
及
び
朝
倉
市
杷
木
久
喜
宮
の
区
域

佐
賀
県

三
養
基
郡
み
や
き
町
大
字
原
古
賀
の
区
域

長
崎
県

諫
早
市
鶴
田
町
及
び
西
彼
杵
郡
長
与
町
岡
郷
の
区
域

熊
本
県

山
鹿
市
鹿
本
町
御
宇
田
及
び
宇
土
市
走
潟
町
の
区
域

大
分
県

由
布
市
庄
内
町
大
龍
及
び
国
東
市
安
岐
町
向
陽
台
の
区
域

宮
崎
県

宮
崎
市
佐
土
原
町
西
上
那
珂
及
び
同
市
清
武
町
今
泉
の
区
域

鹿
児
島
県

垂
水
市
牛
根
境
及
び
伊
佐
市
菱
刈
花
北
の
区
域

沖
縄
県

国
頭
郡
恩
納
村
字
瀬
良
垣
及
び
同
郡
恩
納
村
字
名
嘉
真
の
区
域

平成™š年˜™月™Ÿ日 水曜日 (号外第™Ÿ›号)官 報

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
四
号

危
険
物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
運
輸
省
令
第
三
十
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
に
よ
る
危
険

物
の
運
送
基
準
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

船
舶
に
よ
る
危
険
物
の
運
送
基
準
等
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

船
舶
に
よ
る
危
険
物
の
運
送
基
準
等
を
定
め
る
告
示
（
昭
和
五
十
四
年
運
輸
省
告
示
第
五
百
四
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
二
中
「
日
本
船
舶
を
所
有
で
き
る
者
が
所
有
す
る
」
及
び
「
又
は
日
本
船
舶
を
所
有
で
き
な
い
者
が
所
有

す
る
小
型
容
器
、
大
型
容
器
、
Ｉ
Ｂ
Ｃ
容
器
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
タ
ン
ク
若
し
く
は
高
圧
容
器
」
を
削
る
。

別
表
第
八
の
三
ア
ル
キ
ル
ポ
リ
グ
ル
コ
シ
ド
（
水
溶
液
）（
ア
ル
キ
ル
基
の
炭
素
数
が
８
か
ら
10
ま
で
の
も
の
及
び
そ

の
混
合
物
に
限
る
。）（
濃
度
が
65
質
量
％
以
下
の
も
の
に
限
る
。）の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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